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年号：1953年 

月日：6月 23日～30日 

災害名：梅雨前線による大雨〔西日本大水害、白川大水害、門司・小倉の崩壊、筑後

川水害〕、筑後川 3大洪水の概要 

 

六角川位置図 

 

 

 

  

出典：国土地理院  

六角川 
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【昭和 28年 6月洪水（梅雨前線による大雨）の概要】 

・昭和 28年 6月の六角川流域を含む佐賀県全域を襲った豪雨は、佐賀県に大きな被害をも

たらした。佐賀県六角川流域では、6 月 25 日午後から本格的な降雨となり、同日 5 時か

ら 6時にかけて時間雨量においてほとんどの観測所にて日雨量 300mm以上を記録した。 

・6 月 25 日から 28 日にかけて断続的な降雨が続き、死者行方不明者 3 名を始め、河川の

はん濫、堤防の決壊、地すべり、鉄道・電話・電信の不通など甚大な被害が発生した。 

 

▼昭和 28 年 6 月洪水による六角川水系の被災状況 

死者、行方不明者 3 名 

流失及び全半壊戸数 16 戸 

床上浸水、床下浸水合計 約 14，000 戸 

 

出典：六角川水系河川整備計画（令和 2 年 7 月）[国土交通省 九州地方整備局 武雄河川事務所] 
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【昭和 28年 6月洪水の被災状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲小城市芦刈町での浸水状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲三日月町の被災状況             ▲嘉瀬村の被災状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲佐賀市の浸水状況              ▲橋梁の復旧工事 

 

出典：嘉瀬川水系河川整備計画（平成 19 年度 10 月）[国土交通省 九州地方整備局 武雄河川事務所]  
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（参考資料：祇園川関連の災害遺構） 

【昭和 28年 6月水害の水害復旧記念碑：佐賀県小城市三日月町 水害復旧記念碑】 

・佐賀県小城市三日月町の祇園川沿いにある観音堂境内に水害復旧記念碑が建っている。 

 

▲水害復旧記念碑位置（佐賀県小城市三日月町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲水害復旧記念碑 
令和 3年 2 月 28 日撮影 

水害復旧記念碑 
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【碑文について】 

・小城市三日月町道辺の祇園川沿いにある観音堂境内に建つ昭和 28年６月水害の復旧記念

碑。 

・碑文は判読困難であるが、三日月町史にその全文が掲載されているので引用する。 

 

※以下、三日月町史 下巻（平成元年 11月１日発行）P161～162より 

 

水害復旧記念碑 佐賀県知事 鍋島直紹 

「昭和二十八年六月十八日より六月三十日に亘る

未曾有の豪雨に依り、各河川は瞬時に氾濫し、

祇園川左岸道辺地区の堤塘は部落民昼夜必死の

補強工作も効を奏せず、終に六月二十六日未明

道辺橋上流百五十米地点より百米余欠潰し、濁

流の土砂は当部落全域に流入し忽にして泥海と

化し惨害は其の極みに達す、明れは我等の生命

に綱たる四十余町歩の美田は一瞬にして荒野と

なり、秋の稔りは一夜の夢と化し茫然自失とな

るも、此れか復旧は人為にまつの他に策なしと

一同互いに奮起を促し、復旧組合を組織し老幼

男女打って一丸となり仆れて後止む堅き決意の

下に復旧工事に着手せり、尚村長並各関係官庁の協力と地元請負業者の努力及部落

民必死の作業により、当初懸念せし難工事も一年有半にして復旧完成の美果を収め

得たるは誠に喜ひにたえず、此れを記念せし本碑を建立す 昭和二十九年十月」 

（原文はカタカナ表記） 

 

出典：佐賀県の災害歴史遺産（佐賀県防災士会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和 3年 2 月 28 日撮影 
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▼六角川水系既住洪水の概要 

出典：六角川水系河川整備計画（令和 2 年度 7 月）[国土交通省 九州地方整備局 武雄河川事務所] 
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▼災害遺構位置図 

▼災害遺構位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水害復旧記念碑 
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筑後川位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：国土地理院  

筑後川 
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【昭和 28年筑後川大水害の概要】 

・昭和 28年６月の九州一帯を襲った梅雨前線による豪雨は、西日本一帯に大きな被害をも

たらした。筑後川では 122箇所が破堤し、筑後川右岸 50キロメートル付近の朝倉堤防の

破堤は延長約 600メートルに及んだ。 

・筑後川流域内の被害は、死者数 147 人、流出全半壊家屋約 12,800 戸、床上浸水家屋約

49,200戸、床下浸水家屋約 46,300戸、被災者数約 54万人に及ぶ甚大なものとなった。 

 

▼昭和 28 年筑後川大水害による筑後川水系の被災状況 

死者、行方不明者 147 名 

被災者数 54 万人 

流失及び全半壊戸数 12,801 戸 

床上浸水 49,201 戸 

床下浸水 46,323 戸 

破堤 122 箇所 

 
出典：筑後川水系河川整備計画（平成 30 年度 3 月）[国土交通省 九州地方整備局 筑後川河川事務所] 
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【昭和 28年筑後川大水害の被災状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲久留米市宮の陣橋と陣鉄橋 ▲久留米市小森野橋 

出典： [国土交通省 九州地方整備局 筑後川河川事務所 HP 懐かし写真館] 

▲日田市街地 

▲久留米市合川 ▲久留米市東櫛原 

出典：筑後川水系河川整備計画（平成 30 年度 3 月）[国土交通省 九州地方整備局 筑後川河川事務所] 

▲日田市街地 
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【昭和 28年 6月洪水の記念碑：福岡県うきは市吉井町 大水害記念之碑】 

・福岡県うきは市吉井町の筑後川沿岸に昭和 28年 6月の筑後川水害に係わる復旧碑が建っ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲大水害記念之碑（福岡県うきは市吉井町） 

出典：自然災害伝承碑データ［国土地理院］ 

▲大水害記念之碑の位置（福岡県うきは市吉井町） 

大水害記念之碑 
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【昭和 28年 6月洪水の復旧碑：佐賀県鳥栖市 筑後川復旧碑】 

・佐賀県鳥栖市酒井東町の宝満宮境内に、昭和 28年 6月の筑後川水害に係わる復旧碑が建

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲水害復旧記念之碑の位置（佐賀県鳥栖市） 

筑後川復旧碑 

▲水害復旧記念之碑がある宝満宮（佐賀県鳥栖市酒井東町） 

平成 27 年 2月 13 日撮影  
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▲水害復旧記念之碑（佐賀県鳥栖市酒井東町） 

 

 

■水害復旧記念之碑の碑文 

水害復旧記念碑昭和二十八年六月二五日より四日間に亘る大豪雨の為宝満川秋光川大

木川が氾濫し堤防決潰六ヶ所農地潰滅六町壹反歩両区は全戸軒下浸水の未曽有の災害を

蒙った国家補助及縣村当局の絶大なる援助と区民の一致団結不眠不休の努力により見事

復旧工事を完成した仍って之を永久に記念するため此の碑を建立する 

工事内容・被害面積 三太郎東壱町壱反六畝 三太郎西六反六畝 ハキヤ壱町壱反五畝小

柳七反七畝 総工事費弐百参萬壱千圓」 （昭和三四年一月建立 基里村長 髙島正雄） 

 

 

 

平成 27 年 2月 13 日撮影 
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【昭和 28年 6月洪水で埋まった鳥居：佐賀市鍋島町 天満宮】 

・佐賀県佐賀市鍋島町の天満宮境内に

は、昭和 28 年の筑後川水害で田ん

ぼに埋まった鳥居が掘り起こされ、

再度建設されている。 

・下記写真の奥側に位置する石造り

の鳥居が再建されたものである。 

 

 

 

▲天満宮の位置（佐賀県鍋島市） 

▲天満宮の鳥居（正面より天満宮方向）    ▲天満宮の鳥居（天満宮方向より） 

 

▲天満宮入口               ▲天満宮本殿 

平成 27 年 2月 13 日撮影 

 

天満宮 
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【昭和 28年６月水害の洪水碑：大分県日田市大山町西大山小平 洪水碑】 

・大分県日田市大山町西大山小平の大山川沿いに、昭和 28年 6月の水害に係わる復旧碑が

建っている。 

・昭和 28年６月の水害で小平集落が大きな被害を受けたことを伝えるために建てられた。

碑の裏側には当時の浸水した高さが刻まれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲洪水碑（日田市大山町西大山小平） 

洪水碑 

▲洪水碑の位置（大分県日田市大山町） 

令和 3年 2 月 21 日撮影 
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▼筑後川水系既住洪水の概要 

 

出典：筑後川水系河川整備計画（平成 30 年度 3 月）[国土交通省 九州地方整備局 筑後川河川事務所] 
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＜参考文献＞「筑後川 その治水と利水」国土開発調査会 旧建設省九州地方建設局 
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佐賀県佐賀市・鳥栖市・みやき町位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土地理院 

佐賀市 

鳥栖市 

みやき町 
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【昭和 28年筑後川水害の概要】 

・福岡県および佐賀県下の大水害としては、明治 22(1889)年 7月の筑後川氾濫がある。 

・増水が昼間であったため、人的被害は少なかったが、家屋の流失・全半壊は 1200余戸で

あった。その 60 数年後に発生した「昭和 28 年筑後川水害」はこれを上回る規模の水害

であった。 

・1953年(昭和 28年) 6月 25日～29日の 5日間に雨が降り続け、それが大きな被害の要因

となった。筑後川流域内の被害状況は、死者 147人、負傷者 4,999人、被災人口約 54万

人である。 

・各所で堤防の決壊が相次ぎ、流失・全半壊家屋 12,801棟、破堤 26箇所、決壊崩壊 58箇

所、護岸決壊 38箇所と多くの被害が生じた。 

 

 
 

  
項  目 内  訳 

死者 147人 

負傷者 4,999 人 

被災人口 約 54万人 

流失・全半壊家屋棟数 12,801棟 

■昭和 28 年筑後川水害の被害 
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【水害復旧記念碑：鳥栖市酒井東町】 

・佐賀県鳥栖市酒井東町の宝満宮境内に、

昭和 28年の筑後川水害に係わる復旧碑が

建っている。 

・記念碑には、宝満川・秋光川・大木川の

氾濫について、次のように記されてい

る。 

 

「水害復旧記念碑 昭和二十八年六月二五

日より四日間に亘る大豪雨の為宝満川秋

光川大木川が氾濫し堤防決潰六ヶ所農地

潰滅六町壹反歩両区は全戸軒下浸水の未曽有の災害を蒙った国家補助及縣村当局の絶大

なる援助と区民の一致団結不眠不休の努力により見事復旧工事を完成した仍って之を永

久に記念するため此の碑を建立する   

昭和三四年一月建立   基里村長 髙島正雄 

工事内容・被害面積 三太郎東壱町壱反六畝 三太郎西六反六畝 ハキヤ壱町壱反五畝 

小柳七反七畝 総工事費弐百参萬壱千圓」 

・記念碑には地上から 2.5メートル付近の高さに、浸水最高水位線が刻まれている。 

 

▲水害復旧記念碑の位置（鳥栖市酒井東町） 

 

▲宝満宮境内の水害復旧記念碑（左側）         ▲水害復旧記念碑の側面        

浸水最高水位線 
（約 2.5ｍ） 

水害復旧記念碑 
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【水害で埋まった鳥居：佐賀市鍋島町】 

・佐賀県佐賀市鍋島町の天満宮境内には、

昭和 28年の筑後川水害で田んぼに埋まっ

た鳥居が掘り起こされ、再度建設されて

いる。 

・下記写真の奥側に位置する石造りの鳥居

が再建されたものである。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲天満宮の位置（佐賀市鍋島町） 

 

▲天満宮の鳥居（正面より天満宮方向） 

 

▲天満宮の鳥居（天満宮方向より） 

 

天満宮 
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＜参考＞佐賀大学大学院 大串浩一郎教授からの入手資料 
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熊本県熊本市位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：国土地理院 

熊本市 



56 

 

【白川大水害の概要】 

・昭和 28年 6月の九州一帯を襲った梅雨前線による豪雨は、西日本一帯に大きな被害をも

たらした。熊本県では、6 月上旬から阿蘇地方に降り続いた雨で地盤が緩んでいたとこ

ろに、6月 26日の豪雨で白川が増水し、大洪水となって沿川一帯に氾濫した。 

・豪雨により阿蘇地方の各所で山崩れが起き、「ヨナ」と呼ばれる火山灰が洪水で流され

て氾濫し、堆積したため、熊本市内は一夜のうちに泥の海と化した。 

 

▼白川大水害による白川水系の被災状況 

死者、行方不明者 422 名 

羅災者総数 388,848 名 

流失及び全半壊戸数 9,102 戸 

浸水家屋 31,145 戸 

農地流失埋没 13,717ha 

農地浸冠水 29,797ha 

橋梁流失 85 橋（熊本市内 14 橋） 

被害総額 241 億円（現在価値換算 1,700 億円） 

                   

  

出典：九州地方整備局 HP 
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【白川大水害の被災状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲代継橋 ▲六甲橋 

▲下通 横丁 ▲上通 

▲子飼 ▲大甲橋から銀座橋方面 

▲熊本市街（熊本市提供） 

出典：九州地方整備局 HP 
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【白川大水害記録碑：熊本市中央区黒髪】 

・白川大水害によって流失した子飼橋たもとの「白川大江新屋敷緑地」堤防沿いに「白川

大水害記録碑」が建っている。碑文には、被災状況や水害の経緯が写真とともに掲載さ

れている。 

・子飼橋付近では、白川の左岸が溢れて大江町の 130 戸が流失し、200 余名が濁流にのみ

込まれた。記録碑の向いには地蔵堂が祀ってあり、現在もここで、大水害が発生した６

月 26日に供養祭が行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲白川大水害記録碑の位置（熊本市中央区黒髪） 

 

▲白川大江新屋敷緑地の堤防沿いにある 
「白川大水害記録碑」 

 

▲記念碑の向いに建つ地蔵堂 

白川大水害記録碑 
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■白川大水害記録碑の碑文 

「■Ｓ28.6.26水害とは 

昭和 28年は雨の多い年で、6月上旬ごろから阿蘇地方に度々強い雨が降っていまし

た。 

この長雨によって、阿蘇地方の地盤は高い湿潤状態になり、そこへ活発化した梅雨前

線による未曾有の大雨が降ったため、白川はまたたく間に増水して大洪水となって沿川

一帯に氾濫したのです。 

6月 26日、11時 40分頃より市内低地で浸水がはじまり、15時 5分に国鉄が運行を停

止し、17時過ぎに安巳橋及び小磧橋が流失、18時過ぎに蓮台寺橋上流及び薄場橋上流

両岸などの堤防が次々に決壊しました。その後、21時 40分に代継橋が流失し、同 50分

には子飼橋左岸が溢れて大江町の 130戸が流失し、200余名が濁流にのみ込まれまし

た。 

また豪雨により阿蘇地方各所で山崩れが起き、火山基層を覆う「ヨナ」が洪水で流さ

れてきて氾濫し、堆積したため、熊本市内は泥土に埋もれてしまいました。 

熊本市をはじめとする白川水系では、この洪水によって、死者行方不明者 422名、負

傷者 1,077名、流失家屋 2,585戸、浸水家屋 31,145戸、橋梁流失 85橋などという大被

害を蒙りました。」 

 


